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新年のご挨拶

一般社団法人 情報通信エンジニアリング協会　会長　小園 文典

　新年明けましておめでとうございます。皆様方には、
清々しい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　現在の日本は、Society5.0に向けた大変革期の入り
口に立つとともに、東京１極集中がはらむリスクや地
方の疲弊が限界を迎えた時代にあり、さらには災害の
多発に直面しています。こうした中、政府からは
「Society5.0時代の持続可能な地域社会の構築」が総務
省重点施策2020として発表されました。（１）若者た
ちの「生活環境を変えたい」という意識の変化や
Society5.0時代の技術を活かし、地方への人やモノの
流れを創出すること、（２）ICTインフラの整備とと
もに５Ｇ・８Ｋ・AI等の技術を活かすことで、産業の
高度化や新規産業の創出、多様な働き方の実現を図り、
地域の就業の場、担い手、生活サービスを確保するこ
と、（３）被害の最小化に資する防災インフラの整備、
災害に対応できる人材の確保、インフラの適正管理の
推進を通じて、安心して暮らせる地域づくりを推進す
ること等が謳われています。
　私ども通信建設業界は、そうした活動を支えるため、
これまで培ってきた情報通信建設分野での総合力を発
揮するとともに、社会生活や経済活動に不可欠な情報
通信インフラの構築・整備・保守に取り組むことの重
要性について認識を新たにしているところです。

　このような環境下において、協会並びに会員会社と
しては基軸である「技術力」「安全」「信頼」の観点で
さらに競争力を強化し、自ら新しいビジネスチャンス
を活かしていく必要があります。ICTを支える情報通
信分野において、高速・大容量の無線局を支える光ファ
イバの整備や、５Ｇ等の携帯電話基地局の整備が必要
となり、その上で、地域課題を解決するためのローカ

ル５Ｇや地域IX・CDNなどが整ってくることになり
ます。
　そうした環境を活用して、頭脳としてのAI、筋肉と
してのロボット、神経としてのIoTを使った新しいア
イディアと豊富なリアルデータを活用した、個別化さ
れた製品やサービスが大きな付加価値を生み出すこと
に期待が高まっています。これからは様々なニーズに
応えられるよう通信建設事業者としてビジネススタイ
ルを変革していくことが新たなビジネスチャンスを創
出することになると思います。すなわち、通信インフ
ラの建設・開通工事という枠組みのみならず、設計か
ら保守・運用まで仕事の幅を拡げ、更にはオフィスや
お客様宅内のICT化をサポートするところまで一元的
にサービスをご提供できるよう技術力を高めて、通信
事業者様へご提案していくフルアウトソーシングとい
うスタイルへの変革です。その受け皿となる技術者育
成への取り組みも含め、ビジネスチャンスを活かせる
よう取り組んでいきたいと思います。

　このような活動を展開するに当たっての競争力の柱
としては、従来から取り組んでいる施工の安全確保や
品質向上、エンジニアリング力の強化と業務の効率化・
生産性向上、そして人材育成への取り組みが引き続き
重要となります。

　安全への取り組みについては、いかなる状況におい
ても最優先すべき事項として取り組んでおりますが、
事故発生件数は増加傾向であり、飛び込まれ、転落等
の重大な人身事故が発生しています。通信事業者様と
ともにICT活用による新たな安全文化の創造という施
策を掲げ、人身事故・設備事故を撲滅し、お客様に「安
心・信頼」していただけるよう、安全・品質向上に継
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続的に取り組んでいるところです。具体的には、カメ
ラを活用した安全の視える化、AIによる高所作業検知、
ネットワークカメラやバイタル情報を活用した見守り
などの取り組みを始めたところです。また、従来どお
り安全パトロールの強化並びに会員各社等での「安全
の鉄則」に則った作業の徹底と安全作業手順書の更な
る充実も進めていきます。安全は通信建設業界の要で
あり、その取り組みに終わりはありません。情報通信
エンジニアリングのプロ集団としての更なる安全と施
工技術並びに品質の向上を目指して日々研鑽に励みた
いと思います。

　エンジニアリング力の強化の主要な取り組みとして
は、時代に即応した業界全体での技術力向上を目的と
して、毎年光通信工事技能競技会を開催しています。
昨年は７月に「第14回光通信工事技能競技会」を神戸
国際展示場において開催し、約1,700人の来場者を集
める盛大な競技会となりました。高度化するICT技術
への対応及び工事品質、生産性の向上を図る一方、時
代の要請に適合した新サービスとレガシーサービスを
複合的に対応できる技術者の育成を目的として「光
ユーザ・光アクセス施工部門」と「光アクセス・メタ
ル施工部門」の２部門で実施しました。今年の競技会
は東京オリンピック・パラリンピック等のイベント開
催を考慮して、11月18日に京都パルスプラザで開催を
予定しています。
　また、昨年11月にはアクセス設備設計・積算におけ
るスキル向上と品質向上を目的として、東西エリア合
同での「第10回アクセスデザイン・コンテスト」を開
催しました。設計段階における安全性確保に配慮した
付加価値提案を含めた課題設定とすることで、安全意
識の向上にも効果を上げると共に、各社での創意工夫
の共有化や切磋琢磨の場としても効果を上げていま
す。
　その他、日常業務を通じた創意工夫や改善をVE/
VA活動として活性化し、水平展開するため昨年も「つ
くばフォーラム」への参加・展示を行いました。また
業務プロセスの見直し、安全施工への取り組みや工具・

工法などの改善提案の優良事例を共有化し更なる改善
につなげるSKY（創造・改善・躍進）大会等を全国各
地域で開催しています。

　事業を支える人材の育成については、会員各社と協
会が連携して取り組んでいます。協会の研修センタで
は、電気通信工事施工管理技士資格に対応した講座を
はじめ、時代の進展にあわせた新サービス・新技術の
研修への反映、保守業務の拡大ならびに過去からの設
備維持に必要なレガシー技術継承に対応した研修の充
実など、通信建設業界の総合力向上に向けたライン
アップの整備を継続します。安全関連研修については、
施工者から管理指導者向けまで経験年数に即した研修
体系の見直しと研修内容の充実を図るとともに、重点
課題のひとつである転落・墜落対策についてはVRを
導入し、より実感的な気づきを得られるよう工夫を重
ねています。

　また、少子高齢化により生産年齢人口は、今後30年
で30％減少すると見込まれており、社会基盤を支える
通信建設業界においても、パートナー会社も含めた慢
性的な人材不足と高齢化が課題となっています。電気
通信工事においても、特定技能外国人を受け入れでき
る制度が始まっており、女性の活躍推進、シニア世代
の活用、ICTを活用した生産性の向上等、様々な取り
組みにより、安定した社会基盤を維持できるように、
働き手の確保に務めて参ります。

　技術の進展がめざましく、社会・経済情勢が急激に
変化する中で、当協会と会員各社は、工事の安全はも
とより、施工技術の向上や施工方法の改善・改良に積
極的に取り組みながら、新たなビジネススタイルへの
変革にチャレンジし、通信事業者様のバリューパート
ナーとして信頼され続けるよう、努めて参ります。

　最後に会員各社並びに関係各位の益々のご発展を心
からお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂きます。


